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     ※網掛け部分は、前回からの加筆・修正部分 

     

 

【議会の役割、活動原則】 ※両論併記 

 

案１ 

（議会の役割） 

第○条 大和市民の意思は、議会によって代表（行使）される。 

２ 議会は、必要に応じて、直接市民からの意見を聴くことができる。 

 

案２ 

（議会の役割） 

第○条 議会は、議事機関として次に掲げる役割を担うものとする。 

(1) 市民を代表して、市の意思決定を行うこと。 

(2) 市長その他の執行機関の施策や事務の執行について、監視及び評価を行う 

こと。 

(3) 市政に関する調査研究を通じて、政策立案及び政策提言を行うこと。 

(4) 意見書や決議等により、国等へ意見表明を行うこと。 

（議会の活動原則） 

第○条 議会は、前条に定める役割を果たすため、次に掲げる原則に基づき活

動するものとする。 

(1) 議会活動の公正性及び透明性を確保すること。 

(2) 議案等の審議及び審査の内容について、市民への説明責任を果たすこと。 

(3) 市民の多様な意見を踏まえ、十分な討議のもとに議会運営を行うこと。 

(4) 市民参加を推進すること。 

(5) 議会の役割を不断に追及し、議会の改革に  継続的に取り組むこと。 

                      必要に応じて取り組むこと。 

                      取り組むこと。 

 

  

仮置き   

（資料２） 
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【議員の責務、活動原則】 

 

（議員の活動原則） 

第○条 議員は、市民の代表として、言論が議会活動の基本であること及び議

会が合議制の機関であることを認識し、次に掲げる原則に基づき活動するも

のとする。 

(1) 議員相互の言論を尊重するとともに、討議を推進すること。 

(2) 市民生活に関わる課題について、市民の多様な意見の的確な把握に努め

ること。 

(3) 市民全体の福祉の向上を目指して、積極的に政策立案及び政策提言を行

い、行政監視に努めること。 

(4)  自らの活動                 

   自らの議会活動及び市民生活に関わる課題   

 について、積極的に情報提供を行うこと。     

(5) 自らの資質の向上を図るため不断の研鑽に努めること。 

（議員の政治倫理） 

第○条 議員は、市民の代表として、重大な使命を有し及び高い倫理的義務が

課せられていることを深く認識し、品位の保持及び政治倫理の向上に努めな

ければならない。 

 

 

【会派の形成】 

 

（会派） 

第○条 議員は、理念や政策を共有する議員で会派を構成し、活動することが

（も）できる。 

２ 会派は、議会の円滑な運営に努めるとともに、政策立案、政策提言等に関

し、必要に応じて他の会派等との合意形成に努めるものとする。 

３ 議会は、議員が会派に属さないことで不利益をこうむることがないよう努

めるものとする（こうむらないこととする）。 
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【会議や情報の公開】 

 

（会議及び情報の公開） 

第○条 （すべての）会議は、原則として公開とする。 

２ 議会は、インターネット等で会議を中継するほか、情報を積極的に公開す

る。 

３ 議案に対する議員の賛否結果は公開するものとする。 

４ 議会は、地域に出向いて議会報告会や意見交換会を開催するものとする。 

 

 

【市民参加、説明責任】 

 

（市民参加） 

第○条 議会は、市民参加の機会を確保するよう努めなければならない。 

２ 議会は、休日や夜間あるいは地域に出向いて会議を開催するなど、市民の

参加手段の向上に努めるものとする。 

３ 議会は、市民の意見及び知見を審査等に反映させるため、公聴会及び参考

人制度の活用に努める。 

４ 請願者や陳情者は、委員会において委員長の許可の下に意見陳述等を行う

ことができる。 

 

 

【目 的】 

 

（目的） 

第○条 この条例は、議会を構成する議員と市長がともに選挙により選出され

た市民の代表であるという二元代表制の下での議会の役割を明らかにすると

ともに、議会及び議員の活動原則等の議会に関する基本的事項を定めること

により、議会が市民の負託に的確に応え、もって市民福祉の向上と公正で民

主的な市政の推進に寄与することを目的とする。 
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【委員会等】 

 

 （委員会等） 

第○条 委員会については、大和市議会委員会条例（昭和３７年大和市条例第

１２号）で定める。 

２ 各派代表者会及び全員協議会について必要な事項は、別に定める。 

 

 

【議会と市長との関係】 

 

 （議会と市長等との関係） 

第○条 議会は、二元代表制の下、議事機関として、市長等と緊張ある関係を

保ちながら、市長等の事務の執行の監視及び評価を行うとともに、政策立案

及び政策提言を行うものとする。 


